
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一年を通して、青々とした葉を絶やさない常緑樹で、冬に赤い実を実らせ

る植物は「長く続く富」と「繁栄の象徴」とされてきました。 

その縁起にあやかろうと、正月に赤い実を飾る習慣が残っているそうです。 

東庄の 森  だ よ り №54 

千葉県立東庄県民の森ニュース 令和 5年 11月発行 

 

発行・編集 千葉県立東庄県民の森管理事務所 （指定管理者 千葉県森林組合連合会） 

香取郡東庄町小南 639  TEL：0478-87-0393 FAX：0478-87-0818 

休園日/年中無休  開園時間/9:00～16:30(11月～2月まで冬時間)   

 

 

紅葉
こうよう

 

 

万両(ﾏﾝﾘｮｳ) 

 

南天(ﾅﾝﾃﾝ) 

 

百両(ｶﾗﾀﾁﾊﾞﾅ) 

 

一両(ｱﾘﾄﾞｵｼ) 

 

千両(ｾﾝﾘｮｳ) 

 

十両(ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ) 

渇
かつ

葉
よう

 

・イチョウ 

・コナラ 

・ブナ 

・ポプラ 
他 

黄葉
こうよう

 

・ケヤキ 

・コナラ 

・ﾒﾀｾｺｲｱ 

・ブナ科 
他 

・モミジ 

・ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾌｳ 

・カエデ 

・サクラ 
他 

紅葉する木(落葉樹)は、冬になると木に

栄養をためるため葉を落とします。 

落葉する前に、葉から栄養として木に取り

込みます。 

その時、ｸﾛﾛﾌｨﾙが分解され、隠れていた

色素(赤や黄・褐色)が表れてくるためです。 

緑色の色素⇒葉緑素クロロフィル 

黄色の色素⇒カロチノイド 

赤色の色素⇒アントシアニン 

渇色の色素⇒タンニン系の物質を生成 

 

 南天は「難を転ずる」と言われ縁起物として特に親し

まれています。 

一方千両は、万両よりも実が少ないのに、千両が多

くお正月に使われるのはなぜでしょう。実の付き方が

真逆で、葉の上に実が付く千両の方が飾りやすさや

高さがあるので、切り花など扱いやすいようです。 

 

正月飾り・・・歳神様を迎え入れるためのもの 

＊門松・松飾り・・・「歳神様に迷うことなく家まで来てもらうための目印」 

＊しめ縄(縁起物を飾り付けたもの)・・・門松同様、歳神様を迎えるため 
(不浄なものを排除し神聖な場所であることを示す) 

＊鏡餅(餅＝神聖なものとされてきた)・・・お迎えした歳神様の拠り所(居場所) 

(お迎えした歳神様の御霊
み た ま

をいただき新しい一年の幸福を分けてもらう) 

※正月飾りは 

12 月 13 日以降

から 28日が良い

とされる 

(但し、29 日と

31日は避ける) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

コハクチョウ 夏目の堰 (八丁堰) 
マガモ(左♂ 右♀) 


